萩市資源ごみ再利用推進事業奨励金交付要綱

(目的)

第１条　この要綱は、資源ごみ再利用推進事業に係る奨励金の交付について必要な事項を定めることにより、一般廃棄物の再利用の推進と減量化を図ることを目的とする。

(定義)

第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
(1)推進事業　一般廃棄物の再利用を図るため、資源ごみを回収し、資源物回収業者に売却する事業をいう。

(2)推進団体　推進事業を実施する町内会、子供会、婦人会、老人クラブ等営利を目的としない団体で、第５条の規定による登録した団体をいう。

(対象物)

第３条　奨励金の対象となる資源ごみ（以下「対象物」という。）は、次に掲げるものをいう。

(1)古紙類（新聞・雑誌・段ボール・飲料用紙製容器）

(2)古布類

(3)空きびん類（酒小売店等が引取るもの）

(奨励金)

第４条　市長は、推進事業を実施した団体に対し、毎年度予算の範囲内で、売却した対象物１キログラムにつき２円の割合で算出した金額を奨励金として交付するものとする。

(推進団体の登録)

第５条　前条の規定に基づいて奨励金の交付を受けようとする推進団体は、あらかじめ萩市資源ごみ再利用推進団体登録申請書（別記第１号様式）を市長に提出して登録しなければならない。

(回収業者の届出)

第６条　推進団体から対象物を買い上げようとする回収業者はあらかじめ萩市資源ごみ再利用推進事業者届出書（別記第２号様式）により市長に届け出なければならない。

(交付の申請)

第７条　第４条の規定により奨励金の交付を受けようとする推進団体は、推進事業を実施した年度の翌年度の４月３０日までに、萩市資源ごみ再利用推進事業奨励金交付申請書（別記第３号様式）に資源ごみ回収業者の発行した資源ごみ買上明細書（別記第４号様式）または計量証明書を添付して、速やかに市長に提出しなければならない。

(交付の決定)

第８条　市長は、前条の申請があった場合は、その内容を審査し、適正であると認めたときは、当該推進団体に対し奨励金を交付するものとする。

(奨励金の返還)

第９条　市長は、奨励金の交付を受けた推進団体が次の各号のいずれかに該当するときは、奨励金を返還させることができる。

(1)奨励金の申請に不正があったとき。

(2)その他不適当と認められる事実があったとき。

(その他)

第１０条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、別に市長が定める。

　　　附　則

(施行期日)

１　この要綱は、平成１７年６月１日から施行する。
 (経過措置)

２　この要綱の施行の日前に、合併前の萩市資源ごみ再利用推進事業奨励金交付要綱（平成２年萩市要綱）、川上村資源再利用化事業奨励金交付要綱（平成３年川上村要綱）、古紙リサイクル活動事業補助金交付要綱（平成１０年田万川町要綱）、須佐町リサイクル推進協力団体補助金要綱（平成４年須佐町要綱）の規定により登録された団体又は補助対象とされた団体は、この要綱の規定により登録されたものとみなす。

附　則

この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。
附　則

この要綱は、平成２８年９月１日から施行する。
附　則

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。

